
行
き
ま
す

！
 聞

きます！ 提案

し
ま
す
！
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販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
瞬
間
冷
凍
に
よ
る

レ
ン
ジ
対
応
商
品
の
開
発
を
さ

ら
に
進
め
、
通
信
販
売
や
都
市

部
百
貨
店
で
の
催
事
販
売
、
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
展
開

も
計
画
中
。

　
手
づ
く
り
の
味
で
、
佐
伯
市

蒲
江
の
魅
力
を
全
国
へ
届
け
る

挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　「
商
工
会
と
の
出
会
い
は
、
成

形
機
導
入
時
の
借
入
相
談
か
ら
。

以
後
、
確
定
申
告
支
援
や
補
助

金
申
請
、
商
品
開
発
な
ど
、
経

営
の
要
所
で
商
工
会
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
小
規
模
事
業
者
こ

そ
、
商
工
会
の
支
援
を
活
用
す

る
こ
と
で
新
た
な
挑
戦
が
生
ま

れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
商
工
会
と

と
も
に
、
新
し
い
挑
戦
を
続
け
、

郷
土
の
味
わ
い
を
次
世
代
に
つ

な
い
で
い
き
ま
す
。」

　

　
佐
伯
市
蒲
江
で
創
業
70
年
以

上
。
す
り
み
製
造
機
の
導
入
か

ら
始
ま
っ
た
「
早
川
商
店
」
は
、

地
元
に
根
差
す
老
舗
す
り
み
店

で
す
。

　
現
代
表
の
早
川
さ
ん
は
、
15

年
前
に
2
代
目
と
し
て
事
業
を

継
承
。
漁
獲
量
減
少
と
い
う
逆

境
の
な
か
、
冷
蔵
車
や
瞬
間
冷

凍
機
の
導
入
、
仕
入
れ
ル
ー
ト
の
開
拓
な
ど
新
た
な
挑
戦
を
重
ね
、
全
国
展

開
を
視
野
に
販
路
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　「
大
手
が
や
る
こ
と
は
し
な
い
」。
そ
ん
な
信
念
の
も
と
、
冷
凍
原
料
を
使

わ
ず
、
生
魚
を
自
ら
目
利
き
し
、
1
匹
ず
つ
捌
き
、
1
枚
1
枚
丁
寧
に
仕
上

げ
る
す
り
み
天
は
、
手
づ
く
り
か
つ
高
品
質
の
味
わ
い
。
郷
土
の
味
わ
い
を

守
り
な
が
ら
、
次
の
時
代
へ
伝
え
る
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
地
元
中
心
に
親
し
ま
れ
て
き
た
郷
土
料
理
「
海
鳴
り
寿
司
」
を
、

よ
り
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
一
新
。「
す
り
み
天
い
な
り
」と
し
て
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、

味
つ
け
や
サ
イ
ズ
感
を
変
え
る
こ
と
で
女
性
や
若
年
層
に
も
親
し
み
や
す
い

商
品
へ
と
進
化
さ
せ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、「
道
の
駅
か
ま
え
」「
か
ま
え
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
海
べ
の
市
」
で

株式会社 早川商店
代表取締役　早

はやかわ

川 弘
ひろふみ

文 さん
（佐伯市あまべ商工会）

http://www.oita-shokokai.or.jp大分県商工会連合会
ホームページ

魚
本
来
の
旨
み
を
届
け
る
唯
一
無
二
の
「
す
り
み
天
」

佐
伯
市
蒲
江
の
郷
土
の
味
を
、
も
っ
と
多
く
の
食
卓
へ
。

商
工
会
と
の
取
り
組
み

油揚げの代わりに、
すりみ天を皮にした逸品

プリプリ食感のすりみ天

早川代表取締役

すりみ天いなり

おまかせ大分
より良い会報誌にするため、ご意見・ご感想をお待ちしております 大分県商工会連合会では、

ＬＩＮＥお友だち登録してい
ただいた方に最新情報を定
期的に配信していきます

ＬＩＮＥ 公式アカウントはじめました

この続きは当会ＨＰからご覧になれます



　

5
月
26
日
、
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
で
、
令

和
７
年
度
大
分
県
商
工

会
連
合
会
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
佐
藤
樹
一
郎
大
分
県
知
事
、
嶋
幸
一
県

議
会
議
長
、
小
寺
学
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
分
支
店

長
、
利
光
秀
方
大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
長
、
市
原

淳
介
大
分
県
商
工
観
光
労
働
企
画
課
長
が
来
賓
と
し

て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

首
藤
文
彦
商
工
連
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
、
持
続

化
補
助
金
採
択
件
数
割
合
（
地
域
の
小
規
模
事
業
者

数
に
対
す
る
採
択
件
数
割
合
）
が
２
年
連
続
で
全
国

１
位
と
な
っ
た
こ
と
や
商
工
会
機
能
的
配
置
の
実
施
な

ど
に
触
れ
、
改
め
て
日
頃
の
取
組
み
に
感
謝
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
会
員
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支

援
を
継
続
し
、
全
員
が
一
丸
と
な
って
地
域
経
済
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
第
1
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が

審
議
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

等
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会  

  

通
常
総
会
・

通
常
総
会
・
女
性
部
長
等

女
性
部
長
等  

研
修
会

研
修
会

※敬称略

役職 氏名 所属
会長 森脇　久代 九州アルプス
副会長 江原　加代子 国東市
副会長 諌山　京子 日田地区
理事 安部　二美子 宇佐両院
理事 高嶋　美佐子 西国東
理事 加来　衣代 杵築市
理事 佐藤　貴代 日出町
理事 秦　奈穂子 玖珠町
理事 大野　君代 九重町
理事 崎野　富子 由布市
理事 後藤　博子 豊後大野市
理事 竹田　由加 野津町
理事 柴田　裕子 佐伯市番匠
理事 中島　豊美 佐伯市あまべ
監事 中島　由美子 中津市しもげ
監事 河野　由利 野津原町

大分県女性部連合会 新役員名簿

令和 7 年度 令和 7 年度 

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

令和 7 年度 令和 7 年度 

令和 7 年度 令和 7 年度 

商
工
連
通
常
総
会

商
工
連
通
常
総
会

旭日双光章　大友　一夫
（前中津市しもげ商工会会長）

旭日単光章　原　孝彰
（前玖珠町商工会会長）

挨拶を述べる
首藤会長

　

4
月
30
日
、
大
分
県
中
小

企
業
会
館
で
、
令
和
７
年
度

大
分
県
女
性
部
連
合
会
（
森

脇
久
代
会
長
）
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
審

議
で
は
第
1
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
令

和
６
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
等
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
再
選
を
含
む
16

人
の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
県
女
性
連
会
長
に
は
森
脇
久
代

（
九
州
ア
ル
プ
ス
）
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
の
女
性
部
長
等
研
修
会
で
は
、

福
田
昌
代
氏
を
お
招
き
し
、「
災
害
時
に
お
け
る
知
識
の

備
え
～
自
分
で
で
き
る
減
災
対
策
～
」
と
題
し
て
、
自

然
災
害
の
脅
威
や
災
害
時
に
お
け
る
具
体
的
な
対
策
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
参
加
者
か
ら
訓
練
の
大
切
さ
や
備

え
の
不
十
分
さ
を
感
じ
た
と
の
感
想
が
あ
り
、
災
害
対
策

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

挨拶を述べる
森脇久代会長

　

4
月
29
日
、
令
和
7
年
春

の
叙
勲
受
章
者
及
び
褒
章
受

章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
大
分
県
関
係
者
は

52
名
で
あ
り
、
大
分
県
商
工

会
関
係
者
か
ら
は
中
津
市
し

も
げ
商
工
会
大
友
前
会
長
、

玖
珠
町
商
工
会
原
前
会
長
の

2
名
が
旭
日
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
両
名
と
も
に
商
工

会
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
成
長
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
友
前
会
長
は
、
商
工
会
合
併
当
初
の
ま
と
め
役
と
し

て
の
重
責
を
果
た
し
た
後
、豪
雨
災
害
や
新
型
コロ
ナ
ウ
イ

ルスで
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
地
域
を
立
て
直
す
た
め
に
、

地
域
商
品
券
の
発
行
や
マス
ク
配
布
、
ワ
ク
チンの
職
域
接

種
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
か
ら

6
年
間
は
、
県
連
の
副
会
長
と
し
て
、
会
長
を
補
佐
し
、

商
工
会
法
施
工
60
周
年
記
念
大
会
を
成
功
に
導
く
な
ど
、

商
工
会
組
織
の
活
性
化・基
盤
強
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
前
会
長
は
、
長
年
、
地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
奔

走
さ
れ
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
で
疲
弊
し
た
地
域

を
立
て
直
す
た
め
に
、
デ
ジ
タル
地
域
通
貨
や
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
導
入
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
ま
し
た
大
友
前
会
長
、
原
前
会
長
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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マル経融資とは
商工会などで経営指導を受けている小規模事業者の商工業者
が、経営改善に必要な資金を無担保・無利子で利用できる融
資制度です。

　マル経融資を活用することで、急な支出や売上減少にも柔軟に対応できるため、事業の安定性を
保つことができます。また、設備投資により長期的なコスト削減や売上向上も期待することができ
ます。申込から審査まで商工会職員が伴走するため、初めてでも安心して進められます。詳細や不
明点は商工会にお気軽にご相談ください！

マル経融資の特徴と条件
融資限度額　2,000万円　
利率　1.80%（2025年6月2日時点。）
※金融情勢による変更の可能性あり
返済期間　10年以内（措置期間2年以内）
担保・保証人等　不要

融資の対象条件
商工会にて原則6か月以上指導を受け、事業税や所得税など
の税金を完納している事業者を対象としています。また、商工
会地区内で1年以上事業を運営していることが必要です。

　
５
月
８
日
、
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ

ル
で
、
令
和
７
年
度
大
分
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
（
川
野
直
樹
会
長
）
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
第
１
号
議
案
か
ら
第

４
号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

等
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
19
人
の
役
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
県
青
連
会
長
は
、
川
野
直
樹
氏
（
野
津
町
商
工
会
）
が

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、
水
野
幸
太
郎
氏
（
豊
後
大
野
市
商

工
会
）
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
①
経
営
者
・
後
継
者
と
し
て
の
資
質
向
上
、

②
組
織
強
化
対
策
事
業
の
推
進
、
③
部
員
増
強
運
動
の
推
進
、
④

地
域
活
性
化
の
推
進
と
い
う
４
つ
の
重
点
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

就任挨拶を述べる
水野会長

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

大
分
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会  

通
常
総
会

通
常
総
会

　

５
月
20
日
、
中
小
企
業
会
館
で
、

大
分
県
商
工
会
連
合
会
壮
青
年
部

（
片
桐
健
二
部
長
）
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
審
議
で
は
第

１
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
が
審
議

さ
れ
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
等
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
再
任
を
含
む
９
人
の
役
員

が
選
任
さ
れ
、
県
壮
青
年
部
長
に
は
片
桐
健
二
氏
（
日
田
地
区

商
工
会
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

マル経融資をマル経融資を
  活用しませんか？  活用しませんか？

　

県
青
連
通
常
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
同
会
場
で
、
令

和
８
年
度
青
年
部
九
州
大
会
（
大
分
大
会
）
第
１
回
実
行

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
長
ら
44
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

令
和
８
年
度
青
年
部
九
州
大
会
（
大
分
大
会
）
は
、
令

和
８
年
９
月
に
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
で
開
催
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
準
備
委
員
会
で
会
場
確
保
等
の
事
前
準
備
を

行
って
い
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
会
へ
名
称
変
更
し
、
具
体

的
な
準
備
を
行
って
い
き
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
役
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
実

行
委
員
長
に
小
野
副
会

長
（
九
重
町
）、
運
営
・

研
修
部
門
長
に
後
藤
勇

人
氏
（
宇
佐
両
院
）、
お

も
て
な
し
部
門
長
に
喜

見
賢
氏
（
玖
珠
町
）、

広
報
部
門
長
に
近
藤
史

章
氏
（
佐
伯
市
番
匠
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

挨拶を述べる
片桐部長

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度  

青
年
部
九
州
大
会

青
年
部
九
州
大
会  

実
行
委
員
会

実
行
委
員
会

中小企業の
味方

資金の活用例
・運転資金（仕入資金、掛金・手形決済資金、給与・ボーナスの支払い、諸経費等の支払い）
・設備資金（店舗・工場改装、営業車両購入、機械・設備・什器などの購入）
成果事例
・日常的な経費や仕入れの支払いに充てることで運転資金の確保を実現。
・ソーシャルメディアを活用した広告キャンペーンを展開し、新規顧客を獲得。
・在庫管理システムを導入し、効率的な在庫管理の実現。

役職 氏名 所属
会長 水野　幸太郎 豊後大野市
副会長 苅北　隆義 中津市しもげ
副会長 小野　宏宣 九重町
副会長 首藤　圭人 九州アルプス
理事 松葉　潤 中津市しもげ
理事 佐藤　司 宇佐両院
理事 宗　優佑 西国東
理事 須賀　平八 姫島村
理事 清國　建志 国東市
理事 中嶋　準造 杵築市
理事 大庭　正徳 日田地区
理事 喜見　賢 玖珠町
理事 木戸　宏輔 由布市
理事 秋吉　契佑 野津原町
理事 羽田野　勝弘 豊後大野市
理事 近藤　史章 佐伯市番匠
理事 宮脇　清和 佐伯市あまべ
監事 大塚　貴佳 日出町
監事 神野　翔太郎 野津町

大分県商工会青年部連合会 新役員名簿

※敬称略

大分県商工会連合会壮青年部 新役員名簿
役職 氏名 所属
部長 片桐　健二 日田地区
副部長 林田　茂男 国東市
副部長 豊岡　健太 日出町
理事 髙木　宏 九州アルプス
理事 髙柳　東洋 豊後大野市
理事 大内　直樹 中津市しもげ
理事 江藤　伸吾 豊後大野市
監事 寺岡　英喜 国東市
監事 二宮　健太郎 杵築市

※敬称略
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大分県火災共済協同組合
医療総合保障共済

TEL　097-537-7122

火 災 共 済

ま ご こ ろ 共 済

生 命 傷 害 共 済

自 動 車 共 済
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0120-887-364フリーダイヤル

（けんしん）

大分県信用組合はグリーンファイナンス宣言を行いました！

【お使いみち】 設備資金・運転資金

※詳しくは下記フリーダイヤルまでお問い合わせください

【お申込みいただける方】
●大分県内のエコアクション21登録企業・個人事業者
●カーボンニュートラルへの取組に積極的な企業・個人事業者


